
vol.5
2023年 2月

〒253-0001 神奈川県茅ケ崎市赤羽根3685 Tel 0467-53-1811

面会制限見直しへ 期間限定で実施しました

医療法人社団湘南健友会 介護医療院

長岡病院/湘南の丘 ニュースレター

新型コロナによる感染状況を踏まえ、
皆様のご協力をいただきながら面会制
限を行ってきましたが、最近の感染状
況を鑑み、面会の在り方を検討してい
くこととなりました。
第一段階として、2022年11月14日

(月)～12月16日(金）に面会人数の制限
や、面会方法を工夫しながら実施致し
ました。
今後は、3月より感染状況と相談しな

がらにはなりますが、面会を再開して
まいります。

A様：「半年ぶりの面会です。」と言いな
がら嬉しそうにされているご家族と病棟へ。
エレベーターが開くと、いつも閉眼がちな
Aさんが大きな目を開けてお待ちでした。
ご家族が近づくと「あー」と声を出され、
周りもびっくり！
ご主人が、自分の手が冷たいことを気にし
ながら、奥様の手を握られていたのがとて
も印象的でした。Aさんの表情も柔らかく、
久しぶりの面会を楽しんで頂けたようです。
最後は富士山を背景に記念撮影となり、と
ても穏やかな時間が流れていきました。

ご面会の様子

B様：面会前に入浴し、髭も剃っ
て身支度を整え、ご家族をお迎え
したBさん。ご家族のお顔が見え
た途端、にこにこと満面の笑顔で
お出迎えです。
奥様との握手時間では、自ら手を
出され、奥様からの声掛けに頷く
ような様子で、少々照れ気味？奥
様にも喜んで頂き、温かい日差し
の中で「また来るからね」と面会
終了です。
お帰りの時はBさんの穏やかな笑
顔に見送られ、ご家族も安堵され
たようです。
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当法人では、令和4年5月1日、茅ヶ崎
市で初めての「介護医療院」を開設いたし
ました。

介護医療院は、「介護」「医療」「住ま
い」の機能を併せ持つ介護保険施設です。
入所基準があり、日常的な医療行為（喀
痰吸引や経管栄養等）を必要とする要介
護認定を受けている方が入所の対象です。

医療的ケアの必要性が高くなり、自宅
や施設での生活を継続することが困難と

なった方の生活を医師・看護師・介護士・
介護支援専門員・薬剤師・管理栄養士・
社会福祉士・リハビリテーションのセラピス
ト等が見守ります。入所期間に制限はあり
ませんが、ご状態の変化に伴い隣接の長
岡病院（医療療養病床）への入院や新た
な生活の場を検討する場合もあります。

入所のご相談は医療福祉相談室にて
承ります。

お気軽にお問い合わせください。

編集者つぶやき
新型コロナにインフルエンザ
と、一体いつまで我慢の生活
を強いられるのかとうんざり
の毎日ですが、昼食時のひと
時、ふじみカフェからの富士
山に癒されています。
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通所リハビリテーション 湘南の丘イベント

新春福引大会

令和5年1月に、新春福引大会を行いました。景
品はスタッフからの寄付を募りました。

新型コロナの感染状況を踏まえ、イベントを控
えていましたので久しぶりの復活となりましたが、
皆さん童心にかえって、楽しんでいただけたよう
です。希望の景品が当たらなかった方も、「来年
こそは！」と、気合が入っていました。
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